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要旨

本研究は、アリストテレス作と伝えられる『大道徳学J(Magna Moralia)のテキスト校訂に関わる作業の

環として、従来学問的に最も高く評価されてきたズーゼミール校訂のトイプナー版の検討を行うものである。

本稿は、その最初の作業として、同版の「印刷ミスj、および、用いられた諸写本や印刷諸刊本の読み方並びに

先行研究によって提案された推測(conjectures)の報告に関する誤りを指摘し、新たな批判校訂版の必要性を

示す。

本稿はアリストテレス作と伝えられる『大道徳学j

(Mag仰 Moralia)のテキスト校訂に関わる作業の初めに

位置するものである。

40数篇を数えるアリストテレスの現存作品のテキストの

内(1)、その大半には、 20世紀以降に出版された、 Oxford

Classical Texts、Bude版、 Teubner版などの古典叢書や、

W. D. Rossの一連の著作を一つの典型とする注釈付き校

訂本等々によって、(少なくとも相応程度には)信頼できる

批判校訂版が存在する o 他方、 19世紀に出版された刊本が

基本テキストに依然なりそうなのは、『色彩について De

coloribusJ、『聴音について De audibilibusJ、『観相学

PhysiognornicaJ 、『異間集 De rnirabilibus aus-

cultationibusj、f機械学 DernechanicaJ、『分割不可能な線

について De1仇eisinsecabilibusJ、f風の方位と名称につい

て Deventorurn situ et norninibusJ、f徳と悪徳について

De virtutibus et vitiisJであり、本稿で取り扱う f大道徳

学jも後者に属する。しかも、後者に属する作品の殆どが

(アリストテレス作品の基準テキストとされる)ベツカー

版で10頁内外である (2)のに対して、『大道徳学jのテキスト

は32頁に及ぶ。

勿論、出版物の新旧と良否は、原理的には別物である。

* 国際社会文化専攻・比較文化講陸

しかしながら、テキスト校訂に関しては、{也のジャンルに

比べて、より新しいものの方がより良いものである傾向が

強いのではないか。

では、アリストテレス作と伝えられる『大道徳学jの場

合はどうであろうか。

『大道徳学jのテキストとして一般に最も普及している

のは、恐らく、 Loeb叢書に収められている、 G.C. Arm-

strongによる英訳との対訳本 (3)であろう(岩波書庖刊行の

『アリストテレス全集J第14巻所収の茂子木元蔵訳もこの

版を底本としている)。しかしながら、一般読者をも対象と

してテキスト校訂上の記述(criticalapparatus)を最小限

に抑えている同版は、専門的な研究の基礎とするにはやは

り不十分と言わざるを得ない。

その結果として、我々は、 Loeb版自身も底本としている

F. Susemihl校訂の Teubner版 (4)を出発点とせざるを得な

いことになる(詳細な註解付きの独訳を著したF.Dirlmeier 

もこの Teubner版を底本としている (5))。

しかしながら、この Susemihl校訂のテキストについて
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は、既に幾つ

照して、先ずはこれら

されている。先行研究も参

のテキ

ストについての新たな研究の必要性を実感しておこう G

1 .印麟ミスといったHrJ物的な問題から始めよう。 W.

D. Ross監修の下刊行された英訳全集版仰の f大道徳学jで

訳者の St. Stockが脚注lこ"misprint"として表記

した笛所は 4笛所、そのf世にiSusemihlのテキストから偶

然削除されたjと表記された笛所が一箇所あるだけであり、

Loeb販 の が テ キストの読み方に関して付し

た脚誌の内[同種のj訂正箇所もはほぞれと同じ位の数で

ある。それに対して、 Dirlmei町が付録でトイプナー版テキ

スト中の“Druckfehler" としてき詳げている箆所は32箇所

の部分の:3箇所を含む)(九([大道徳学jの批判

持出品鴇←l-~すを:オックスフォー

した)H.:VI.]υhnstoneがその地:こ“misprints"として指

摘してい

載した apparatuscriticusの部分 7館所(めである(的。

この大幅な )増加心理由は、「ミスプリン

トjや i誤植Jとして指摘することに込めら

の相違によると解される O 一方、 Stockが“misprint"とし

て明示的に表示している笛所は、{英訳という事情もあって

か)Su封~mihl のテキストのままではギリシア語の構文とも

しくは内容と読解不能の苗f1)~r を最小限指摘するという方針

に基づくと推関されるし、希英付訳本の Loeb版では、トイ

プナー践の明らかな誤植はそれとして明示することなしに

訂正されており、 St仁 しとし

っしユても、 6 もなく訂正されているか、訂正の指

という記載の仕方はしていない場〉云カfあっても

合が多いく}

他方、 Dirlmeier及び Johnstone

iこ増大しているのは、役ら

る

を意~している

故と考えられ、それは、より専門性の高い著作という

もしくは、新たな批判校践の為の準穏といった目的に出

来するものかとも推測される。

さて、 を日指すと

するなら i工、

すれば事は足りるようにも忠われよう。しかしながら、事

はそ才Uまど る。というのは、 Dirlmeier， 

及び Johnstoneが“Druckfεhler"や“misprint円として指

摘しているものの中には幾つかの撞類が含まれている

足、われるからである。そこで、多少の分類、を行いながら、

テキスト校訂の為の基礎間めの最初の作業を始めることに

しよう。 何事によらず正しい対処には、誤り

が前提となろうかちである(l九

(1)ま に指摘されるのは、その多くの事伊}が (a)

一内

~M 

単純な譲りの誤りによるもので、その結果ギリシア語の単

語として存在しない表記が見られる場合や、 (b) 後侍辞

(enclitic)によるアクセントの移動などアクセント記号の

付け間違いの場合などで、最も単純な種類の事例と言えよ

う(トイプナー版を底本としている Loeb版のギリシア語

テキストでも、これらについてはそれと明示的に断ること

なしに多くの笛所で訂正が施されている九その正しい対処

に必要なことは、本稿の印刷で同種の誤りを繰り返さない

ことに尽きょう{以下、山、 (2i、(3)及び(引の項目の表記に

おいては、コロン(:)の前が Susemihlのテキストの表記、

された表記を示す一一必要に応じて写本の略号

を付記 02J)03)o

くBook1) 1181a24 aν:注ν1182a7μ寺:μ'77;1182a33 

ovジaμεωceστ2τt血 OVVf.シμιゐc毛σTI 1182b17 roIrTO 

をστ'2τoむro 会στ1183a10γaρ:γbρ1183b32

. Toirr:oll;-; 1184a21舟λτt針。ν討すIII:βeAT，ぱ rov

長びτ1184b:Hτoivvv TlVl. τOLVνν 7:'lνl(l7); 1185a9 

言σ'TIv: 長ν毛ργela長びτ1185a181プρ差φdJαl2:

τρ毛φεσ0αl; 1185a23 tまνTlσ:設ντLず 1185a39aπλゐσ:

会πλゐ 1185b2ψvxみ:ψvx手 1185b6τOlOむTα;

τOlαf庁α1185b18全域 τε : 毛7rl. T，ε1186a27 aλ寺f)elα

をστ'[V 企λキθeU訟をστnノ(21); 1186b1τOWVτδν 会στlレ.
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1187a11 TWeC' EL6l.v :口元ce[(J'Ll/(24); 1187bZγaρ: yaρヲ

1187b6γeVVηTlXOV長σTIv:γ正ννηTlXOν毛στLν1188a7

Xαxa Eστlν x(t}ca 長びτnノ(26); 1188a23 主XOVぴlOV会στlV: 

Exovσtδν 毛σ1188a31;cαxa佐στ1ν xαx会長στtν

1188b5 oξ :0を1l88blOγap:γaρ1189a13τoむνoμαl . 

τoIiνoμα， 1191 b32 0むδ ovo'; 1192a34 aξLOCをσriv

反t;lらず臼τ1192bl O，α同 ν宇:δαπαν宇 1192b19

ψ吉XTCU El6l.v:ψeXTαi dσLl/(30); 1192b34τ付金σriν:ric 

毛στnノ 1193a24をπαlVero寸をσriν:毛παιVETOσをσTlV(32); 

1193330αむτω .O'Vτゐ 1193b10 a，ρ在T寺会σriv 丘ρετ手

企ぴnν(33); 1193b20 avισOV EστlV 益νισδν 長στW(34); 1193 

b28δI-XO'LOV Eστ'i. OlX似るV EσTL (35); 1193b32 OlXαlOV 

eσTI: 必X似る!}毛στl(36); 1193 b 34 OlXα[OV 毛νjτuri. 

OlXa:LOV む]τtσl; 1194a20 avτ[XαταλλaTEσ0α 

O'Vτl'Kαταλλarr，芭ぴ 1194a22φV17T'(訟をσずi.v:φuητa 

-σrw(38); 1194b2δixαlOVEσTIv :必Xαιるν長στtν(39); 1194 

b27 7Wλtτ[XOV 毛στ[.1) 7t0λtτ[XOV 長στ1194b33

βαλλElV β会λλzιν1194b34aρLσTEρa 会σTIv:会ριστEρ身

長στtν1195310長δtxoV Eστ'i.:aotxるν毛σγl(42); 1195a25 

1195330 をστ'LV:α'(no寸毛σ1195

b9 βλaπ?在σ0αt告στi.v βλJをだTEσ0α1 をσγW(44): 1196a5 
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記アリストテレス作 f大道徳学jのテキスト研究 (1) 

主στlν1197a18a，ρET与をσTll/:aρfτ守主σTlI/(48); 1197b5 

aρEr寺会στ1ν:改ρEτキをστlV(49); 1197b7 ya，ρ告στ1ν ya:p

eσTιν(50); 1197b9 a，ρετ寺会σTl:aρrEτ寺長στ1197bl0

aρE均金στ'IV:aρετ寺ECJTLν(幻); 1197b30 iCJωcγE:I<σωσγε; 

1198a14 xαλa xαλa:; 1198a17 Oρμ寺:らρμo; 1198a25 

釘αlVEταidCJII/ :白山I/Era:iEIσLν1198b5 7t，ραXTLxa:i 

εiσ'IV:πραxrιKαi dσ[V(54); 

くBookII> 1198b36μ寺:μ持(55);1199a13 Ebτvx寺μa:r，α

企στ'IV:芭心τνxおtαu訟をσTLV(56); 1199a28 aγαBov2 :企γαBoν;

1199b14 aγαθa dCJIν:次γαBa:dCJ{V(57); 1199b34 0むTωC':

OVτωσ1200a2 EXOVτLをσTlV: EXOVτ'I EστW(58); 1200a 7 

aγη:缶γ'll;1200a31 a，ρετa:i : aρEταi(ぬ';1200b18 avo.ρωπOV 

告στ'IV 長ν0ρωπるν 企σTLIJ(60); 1200b27φαbλαεlCJIν: 

φαむλa:dσW(6l); 1200b31 ya，ρEIdi.1J :γ命ρEIσ'W(62); 1200 

b35 V7tO TL凶σ:心訪れνOc(63); 1201a3 4>αむλα dCJIlノ:

φαむλa:dσtν(64);1201a4 OE γE: δ毛γE:; 1201a10 aντtσ: 

alJ rlc; 1201a14 OEγε :0壬γε1201a160を:o<量 1201a26

xαλa:xαλa:: 1202a3α釘 oiddl.v :αvτoi dCJlν(65); 1202 

a5αvroi d dlV a:brOl dσW(66); 1202a 7αvroσ付 TlV: 

αvroc是σTLν1202a22αbx: obx 11 E:παιVEroc:をだαtvEτるc;

1202a31σゐμα 合ヴTlν:σゐμt訟をστW(68); 1202b3 'aをσTlIJ:a 

eσrw(69); 1202 b 32 xa:preplxoc をστ1.1J XαρrEρ(xるc

eστιν(70); 1203a4 ax，ρa:τ号σ:axρατ持σ1203b11告とασBE:IJEI

πゐc: 告とασBeνEI πωク 1203b 12 告γxραTみc企στ1ν : 

金γxpαT寺c毛σrllP2); 1203 b 24 axpατみσさστ2ν ax，ρa:r寺c

eστW(73); 1203b35τOlOむrocEσTlν rOlOむτoc長σTlIJ(74);

1204a6 4>ρるVlμoc:ゆρるνtμ0寸 1204a13μEIJをσTlIJ:μをv

eσTLV(76); 1204b18今OOV寺:キOOV年;1204b19 d量τlC:δ毛τlC;

1204b20 OV}どをστιν obx EσTL V(77); 1204 b 33αiσθηrov 

eσTlV αiσ向rov ECJτ(V(7告); 1205 a 16キδDVa:l ddl.v 

キδOVαidσLν1205b1 aγαθov企σTlv:aγα6右ν合σTlν

1205b25 Ev差ργEl似 ddl.v:む毛ργをほ dσW(81); 1205b26 

τ与c(bis) : r:寺σ;1206b39π0.ητ'[x守会σTlv:7Wlητ'lX寺金ぴTlV(叫;

1207a25 XIJIつlQcEσTlV:xIJptOc Eστ1207b25 XlをγαBov

φασ'I xaγa:8ovφασι(84); 1207b33 xαλ2主主σTlν:xαλ及

会στlV(85): 1207b36 Vγ'letν2討をστ2ν:会γlEWt.訟をσ1 2 0 8

a13 EνE:XEV EσTlV: EνEX毛ν長σTtV(87);1208b29 Eστl:Eστ 

1208b32 aψvxα長στ2ν:反ψvxa:毛στιν(89);1209a15τ企γαθるν

:τ企γα8るν1209b3a，ρ正τみν:a，ρErみν1209b27x正y()'

aρEτカν xατ'aρEr寺V;1209b33μ号τt寸:μ寺τL寸 1210a17

xρ寺σtμα dCJIv: Xρ寺σtμa:dσtν1210a19rpoφ誇jJ れ政

T，ρoφ寺VTtVα(92): 1210blO rtlλEtV :φιλE:I.V; 1210b31 av 

.託ν1212a31φlλαuτoc会στlV:φlλαντる仁会σTιν1213

b4 710λλOVC' :πoλλoIJc. 

(2) ギリシア語の単語としては存在するが、その読みを

採る写本 (and/or刊本や先行研究による推測 conjetures

-ーω 以下、写本(等)と表記一一一)の存在は報告されてい

ないのみならず、 Susemihl自身の提案である旨の表示も

なく側、構文上もしくは内容上そのままでは読解困難な場

合。印刷ミスの可能性が高く、修正の妥当性も高いと考え

られる。

1191b32 0会 obTauchnitziana，αv cett.(附 1202a13

λるγω:λるγ1203b1奇今月7). 1210b21 V7tl:.，ρ毛，toνTa:l

むπEρ毛xovτα(98)

(3) ギリシア語の単語として存在し、またその読みを採

る写本(等)も存在しているが、構文仁もしくは内容上そ

のままでは読解関難な場合。依然印制ミスの可能性が高く、

修正の必要性も高いと考えられる G

1210a32奇Tauchnitziana:汚(99)

(4) ギリシア語の単語として存在し、また構文上もしく

は内容上も可能で、あって、しかもその読みを採る写本(等)

の存在も (Susemihl以外の研究者によって)報告されてい

る場合。

この種の事例には、ぞれらの写本(等)が、 Susemihl;が

テキストの校合 kollation) にあたって使用した写本群

のなかに含まれている場合と含まれていない場合の

両方があるが、いずれの場合も、 Susemihlが採っている読

み方が、 (a)単純な印尉ミスによる

(b)彼が参照した写本{等)

るのか、

ど文献情報が欠落し

ているのか、ぞれとも、(c)Susemihl自身の提案によるも

のであるのか判然とせず、いず、れにしてもテキスト

問題が残ろう。

この場合、写本(等)の裏付けを持つ複数の読みの間の

比較考量が必要となり、当該詰所の援数の読み方の聞の蓋

然性の検討のみならず、それぞれの写本(等)の全殻的な

信頼性の度合の比較などの検討も必要となろうが、可能な

複数の読み方の間の正誤や蓋勲性の高時に関する評定

Eを期すことにして、本稿では、 Dirlmeier及び Johnstone

が“Druckfehler"もしくは“misorint"として提示してい

る笛所をはじ に触れたものも含めて、そ

みを持つ典拠の表示のみを記載することにしよう (1む川斜線

(/)の前が Susemihlが採思している読み方とそれを採る

(等)、 れ以外の写本 で、十一部を除いて)

斜線前後の写本(等)はいずれも Susemihlによって言及さ

れていない〉。

くBook I > 1181a27πOI.OLI Bas. Bk.τauchnitziana 

Bu， /πOLらV Kb pb CC A L 1182b33τwvμ毛ρoc

Tauchnitziana /τゐV Jf.aτhμむ)0クKhpb CC L B Bk 

1183b14 xα'[ Tゐvi是λλωνTauchnitziana/ xa[長πi
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TゐvaλλωVKb Bk. BU.(lu3); 1184a14 Xαl l'毛λoσAL / xal 

1'o l'量λocKb pb CC B Bk. Tauchnitziana BU.(104); 1184b9 

1'o Eb B Tauchnitziana /τゐξbKb pb CC A Bk. Bu.(1Oへ
1187a8 Oντtναovv Casaubonus Bk. Tauchnitziana Bu. / 

ovτLVOVν Kb pb CC A L B(106); 1188b8βια{;oμをVOLC"

Tauchnitziana / sw{;oμEvovc cett.(107); 1189a15舟λτων

Bk. Bu. /βをλτLστOVpb CC L A rc. B Tauchnitziana(108); 

1190a4τa xα1'a B Tauchnitziana / 1'aπρbσKb pb CC A 

L Bk. BU.(109); 1190b32αv1'ovc B Tauchnitziana / 0111. 

Kb pb CC A L Bk. Bll. 1192a33αむ1'ovcorr. pb A L /αbτov 

Kb pr. pb CC; 1193a177[ωC" L /πゐccett.; 1193a27αvrφ 

γρCasallbonlls Bk. Bu. /αv1'φKb pb CC A L B; 1193a30 

αv1'φBk. Bu. /αbτゐ KbP" CC A L B; 1193a32αv1'φpb 

L Bk. Bu. /αv1'φcett.; 1193a35α心τφCasaubonllsBk. 

Bu. /αv1'φKb pb CC A L B; 1193b21αvτoI.c L /αVroI..c 

Kb pb CC A V; 1194a11αvτoI.c L /αVroic cett.; 1194a19 

αv1'oむKbV /αv1'oむpbCC A， 0111. L; 1194b9πoλhαi Bk 

Bll. / 7[0λir，αL pb L， 7Wλluxoi Kb CC A V(l10); 1194b33 

μEλEτφμEV D， ci. Sylburg /μEλετφμEV Kb pb CC A L V; 

1195b25τoic 1'OLOIJ1'olcλ6γOlC Tallchnitziana / 1'ovσ 

1'OLOIJ1'ovcλるγovcKb pb CC A L B Bk. Bu.，τoI.C' をν

1'OLOv1'oLcλ6γOlC Ald.(Il1); 1196a27αirr寺σCasallbonus

Bk. Bu. Tauchnitziana /αv1'寺寸 Kbpb CC A L V; 1197b3 

rov1'o Tauchnitziana /τoIJ1'ωνKb pb CC L B Bk. Bu.， 

τov'1'ωV A<1l2); 1l98b19αv1'寺cBk. Bu. /α心τ寺cKb pb CC 

A L V; 

くBookIO 1198b34 l'αv1'a Casaubonus Bk. Tauchnit-

ziana Bu. / l'αむTαKbpb CC A L V(113); 1199a7キalteru111

pb L Kb /万 CCA V; 1200a35μ是νμ毛xρlAld. Tauchnit-

ziana /μ量νovzノμをxρLKb P" CC A L V Bk. BU.(114); 1200 

a36πOlησαμ量νOlC Tauchnitziana /πOlησαμ是vovc

cett.(115l; 1200b14βEλriωνA Kb /β毛λuoνcett.;1201b6 

0ψBEv Par. 2024 / ovδ是VKb pb CC A L V; 1202b9 av 

Tauchnitziana /必νcett.; 1203a3αv1'ゐ Bk.Bu. /αbτゐ

Kb P" CC A L V; 1203a4αv1'w Bk. Bu. /αv1'φKb pb CC 

A L V; 1203b3α心τるνcorr.pb /αv1'ov cett.; 1203bl1 

πωc CC L /πゐσcett.;1203b30γενoμ毛νωνAld.Tauchnit-

ziana /γLνoμをνωvcett.(116); 1205b19μみBas.3Tauchnit-

ziana / OV pb CC A L Bk. Bu.， 0111. Kb V(l17l; 1207b38 

αむτゐ Bk.Bu. /αv1'φK" pb CC A L V; 1208a11αv1'ov 

Bk. Bu. /αψτoむKbpb CC V，法αv1'ovA L; 1208a17αbτ今寸

Bk. Bu. /αv1'寺σKbpb CC A L V; 1208a19 av1'oむBk

Bll. /αbτoむ KbptJ CC A L V; 1208a27 ct1Jd'I.. L Bas1 / 

φησιTauchnitziana，φ寺σEtK" p2 A V Bk. Bu.， CTIJσEl pb 

CC 1208bll et 13 XEραμlδoc D Bk. Bu. / XEραμlδoc 

Kb pb CC A L V Tauchnitziana(l
19l; 1208b13 XEραμlδl Bk. 
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Bu. / XEραμiδ'l pb Cじ AL V Tauchnitziana， XEραμtδl SlC 

Kb 
(120); 1209a2αVrw Bk. Tauchnitziana Bu. /αvτゐKb

A V，をavτφL;1209b34 av1'oI..σBk. Tauchnitziana Bu. / 

α{ノ1'oI.cKb 
A，をαv1'oI.cL; 1210a12αbτφBk. Bu. /αvrφ 

Kb pb CC A L V Tauchnitziana; 1210b33αv1'o v corr. pb 

V/αbτov Kb pb CC A，告αv1'ovL; 1210b39αbτφpb / 

αv1'ゐ KbA L V CC Bk. Tauchnitziana BU.(121日 1211a1

αv1'ov Kb pr. pb Tallchnitziana /αv1'oνcorr. pb CC B Bk 

Bu.，企αv1'ovL(l2L); 1211 a 16αv1'ozノ V /αVroνK1J A， 

会αντovL; 1211a19αむτoiσKbV /αbτoI.C' A， E:αντoic L; 

1211a24α心τovcSylburg /αVrovc A V，αv1'ovc sic Kb; 

1211a25αv1'oνV  /αVroνKb A， E:αv1'oνL; 1211a27 

αbτov Sylburg /αv1'oνKb A V，在αv1'oνL; 1211a30 

αbτbνSylbllrg /α心τovKb A V，企αv1'ovL; 1211 a31 

αψτるνDSylburg /αVroνKb A V，在αv1'ovL; 1211a36 

αv1'ov L Sylburg /αψ1'oνKb A V; 1211a37αv1'ov B L / 

αv1'ov Kb V; 1211b34αVrov Bk. Bu. /αv1'oむKbpb CC 

A L V; 1211b37αv1'ov Bk. Bll. /αbτoむKbpb CC V， corr 

A，δをxα1'ovpr. A， 0111. L; 1212a22αv1'oνpb /αv1'ov Kb 

A V，αv1'ゐνCC，をαvτOlノL11αv1'oνpb /αv1'oνKb A V， 

α心τゐ νCC，会αv1'ovL; 1212b4τovτov pb A L / 1'OLノ1'0Kb 

CC V; 1213a3αvroむpbV /αv1'oむKbcc B， 0111. L; 1213 

a15αVroνKb pb A V /αv1'ov cc，企αν1'ovL; 1213a16 

αむTふνKbcorr. ph /α心τゐνpr.pb CC A L(l23). 

(日) 以 I二本文部分の他に、 apparatuscri ticllSの部分に

も印刷ミスと考えられるものが存在する O

くBook 1> 1181a26 av :注ν1182a17毛σriν:長σuν;

1186a34λuπ寺長σrip2 :λiJ7rη長στlp2; 1188a22){αxaτみν

n2 p2 Xατa l'みVn2 p2; 1190b31 0む φαμEV OVδ' 

eρoむσtνhaudsana esse ci. Spengelius 31 OVφαμEV 

OVδ?をρoむσ[IJhaud sana esse ci. Spenge!ius(l24); 1191a28 

av : lか 1191a3837.τac om. n2 38.τac 0111. n2 

1192a33 討 ~l pr. Kb Ccx. rc.)カ]るιpr.Kb (crx. rc.); 

1l93bl avλo:solμEV : (か λo:βolμεν1194b15seclllderda 

: secllldenda; 1195a8ταuτる:1'αψτo，1'，αv1'o l'αbτo; 1197 

a29 cf. 1199b， 34 : cf. 1198b， 34 ; 1198b2πOlηuxoc 

πol1JUXoC; 

くBook101201a16μηθ是正 μη侃ν1203b8traiciendnm・

traiciendum; 1203b9 av長σω1'0:益vaσm1'o11 aν長会σαl1'O:

注ν佐々σαl1'O; 1203b29 b post oloC 0111. Kb Ald. : 29 o post 

oioc om. Kb Ald(l26); 1208a28 K2 : Kh; 1209b5 1'aγαOo: 

1'aγαOa; 1209b39 aφをληc:aφ量λグ寸; 1213b4δ毛ol包ν.

δ走。ιaν
くAddendaet Corrigencla> (p.100) 1196a10左λα1'1'ov

EL:左λα1'1'ov'El. 



伝アリストテレス作 f大道徳学」のテキスト研究(I)

II 

さて、 f大道徳学』の批判校訂版作成の為の準備作業に

とって、以上の「印刷ミスjより重要と思われる誤りは、

諸写本や印刷諸刊本が採っている読み方、並びに、先行研

究による推測について、 SusemihliJ' criticus apparatusの

部分で提示している報告をめぐる誤りや報告洩れの類

(“misreportin乞s" (Johnstone)， "mangelhafte Notier-

ung" (Dirlmeier)) である。現在までに f大道徳学jの写

本として45本が報告されているが、このうち主要なものと

して考えられるのは数本であり、先行研究もそれらを主な

研究対象として来た。それに応じて指摘された誤りもそれ

らの写本に集中している。今後の作業のためにも、以下に

挙げておこう((多少のけ便宜を考慮して、誤報告と報告

洩れを分けて記載してみた。尚、誤報告の場合、コロン(:)

の前が Susemihlのテキストの表記、後が修正された表記

を示す)(12九

(1) pb写本の誤報告/報告洩れ

〈誤報告〉

くBook 1 > 1182 a 23 ElXOTωc IJ2 ・ EIxwcpr. pb， 

EIxるTωcrc. pb; 1183a31 TO om. Mb pb Bk. Bu. : TO om. 

M" Bk. Bu.; 1191a5 Ol.OV 02 pb : Ol.OV 02 pr. pb， Ol.OV oi 

corr. pb; 1191a17 均 νbπOlOVOVV aνめEIoνn:ゆ ν

bπoιoνOVνavδρEIov Mb p2，τbν6π020νOVνaνδρEIov pb 

Kb; 1195a21μEV Tt pb :μEVTOl pb; 1197a26αVTキ1[2:aVrη 

pb; 1198b2 6 om. n2 Bk. : 60m. Bk; 

<Book II> 1200b14 Tゐν&ρETWVn2 τゐνaρETゐu

Mb; 1200b18 XCU om. Kb pb : XQ!i om. Kb; 1201b13 EXEl 

Kb pb : EXEl Kb， EX pb; 1203a8 EVlαTゐTEρOcKb Mb et pr 

pb， aVlαTゐτEρ0寸I・c.pb : EVlατゐTEρOcKb Mb pb; 1204b27 

キιpostψVXキcadd. Kb et pr. pb :キlpost ψVX寺cadd. Kb， 

キpostψvxr;c pr. pb; 1205b13 Ol.μEV Mb et rc. pb : OLμU 

Mb， supra Ol. add μ持s.1.rc. P"; 1206a34δUX TQ!むTQ!n2 
: 

δur T，αむTαMb，δL註 ταむT'Pb; 1207a34 ';カpr.pb (crx. rc.) : 

持pr.pb (crx. rcJ， aνrc. pb; 1207 a38 1'VXηn2 
: TVXV 

n2; 1208b4 Eπειδみγa，ρci.Bk.， πEρ n Ald. Va. Bk. in 
textu Bu. を7lElδ汚 yapci. Bk.，告πElo:寺7lEρpr.pb， Xαl 

eπEιδ寺πEρrc.pb; 1209a4μきνanteOVIノadd.pb Bk. Bu. 

.μ量νanteovv add. Bk. Bu. 

〈報告洩れ〉

くBuok 1 > 1184a23 1'OVTωlノ万 1Va. : TOVT，ωV n1 pb 

Va.; 1186a34カ OTt今corr.pb; 1188bl付命στωpb;1188 

b17λ毛γEl pb; 1190a29 J，ρ， pb; 1194a29品十KαlP"!l Xαl 

τO om. pb; 1196b24 &2 post EI Vαιadd. pb; 

く1300kII> 1200a3 Xαante 7lαρをσTαl add. Kb Ald.， 

c. c. om. Bk. Bu. : Xαante 7lαρをσTαladd. Kb Ald.， c. c 

om. pb Bk. Bu.; 1203a6 EVlαTO1'Eρoσ]注目 supraEVl rc 

pb， 1203a35εiναl ooごElEKb p2 : EIναLδるξElEKb pb; 

1207b20 E均十xαpb

(2) Kb写本の誤報告/報告洩れ(128)

〈誤報告〉

くBook1 > 1184a14 aγαfJoν一一 TOaγαθるνJJAld司 Bk

Bu. 次γαfJOIノ TO aγα0るνpbCC A L Ald‘ 131<. Bu.， 

&γαθるνkγαθるVKb; 1185b9 r2片 TOむ [TOν]λoyov

左XOVτOcKb : Tacτoむ1'0νλるγoν 左XOV1'αヶpr.Kb，τac 1'OV 

τbνλδγoν EXOVTOσcorr. Kb， Taσ TOV， TOνλ6γoν 

匂oνTQ!寸 corr.Kb ( = nescio quis posterior); 1185 b 11 

dναl ~ n Ald. Bk. : EI V似 bKb pb Bk. (?)， EIναtカp2，

EIνω キAld.;1185b14キalterumom. Kb Ald. : r; alterum 

Kb Ald.; 1186a34キδOV持Kbp2:今δoν持pr.Kb p2，キδoναl

corr. Kb; 1187a28 oE XQ!l TO Ald. et rc. Kb，δ量xαipr. Kb 

:d量XαiTO Ald. et pr. Kb，δE Xαi :τ主:(129)corr. Kb; 1187 

b8 Tゐν反λλων] 反λλop2 et rc. Kb，長λλω[pr. Kb :包λλω

aut aλλαpr. Kb， aλλo P2 et rc. Kb; 118%16 67l02' av Kb 

:6π02α av Kb; 1191a17めν67l0lOVOVν&νδρEIovn : 1'OV 

bπoιoνovv aνδρε20νMb p2， 1'OV 6π020v ovv avδρEIov pb 

Kb; 1192b13 Ev oIc] EViOlC n1 (crx. rc. Kb) : Ev oIc pr. 

Kb，長ν'IOlCrc. Kb; 1195a21--22τOl Ald. et pr. Kb :τOl 

Ald.，μEVτOl Kb; 1196b3 1'，αVTIゐ Kb:r，αVTゐlKへ

くBookII> 1201a9 EπoiOVIノom.nl:是πoiovvom. Ald.; 

1202a5 7laλLV om. Kb p2:π&λLνom. p2; 1202b38 OVV Kb 

Ald. :αbJ oZv Kb Ald.; 1205a22λαμπρゐ Kb:λαμπρゐt

Kb; 1205a22一一23Ev '1λEIJ 会νιλElKb : むnλElKb; 1207 

a12 aVTtσTaξElEνpr. Kb : ((1ノTtσTaξElEIノ pr.Kb; 1208b13 

XEραμlゐ n1 XEραμlδ'l pb， XEραμ[Ol sic Kb; 1209a12 EL 

Kb， d p2 Ald. Va. : EI Kb p2 Ald. Va.; 1209b5 Taγαea 

commate non aロte，sed post h.v. posito n Taγαぬ

commate nec ante nec post h.v. posito; 1209b36 Xαxゐ

post ya，ρ Kb: XαXWl post γap Kb; 1210a18αVTO Kb p2 

:αV1'O pr. Kb p2，αbτW corr. Kb; 1210b33αV1'φAld. Va 

et rc. Kb :αVTW Ald. Va，αVTゐ rc.Kb; 1211a24 EσTtV 

ゐσpr.Kb : 企ぴTtVゐcpr. Kb; 1212a17 EπEIπEρ tLTtc.c 

: EπEIπEρεrτl Kb; 1213a21 r.δωμEνkh rδoμEV p2 Ald 
: LO'ωμEνAld.， /.(δoμενKb P2. 

〈報告洩れ〉

くBook1 > 1182a26 0ψν om. Kb; 1182b2 l改をγαθるνKb
う， 

1182b7τOむ叫]c∞or汀r.Kb乙， ro pr. Kbう 1182b9αvroむ万2Ald. 

:αVTOむ 1万72Kbへ， αψTOむ Ald.; 1182b10 iδ差α]coτr. Kb 

EIδをαpr.Kb Iliδをασι]corr. K"， EI誕αcpr. Kb; 1182b12 

i括ασ]corr. Kb， EIδ毛αcpr. Kb 11 cIvαd corr. K¥ur; pr 

J~) 
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Kb; 11821コ13l誕α]corr. Kb， el誕αpr凶 Kb;1182b19ぷTL]

包τtKb; 1182b28αvr希Kb; 1183a 16 rf; Kb; 1183a21 

el7rEI vJ付 τwdπavpr. Kb， del. corr. Kb(l州 1183a28

i誕αcJcon¥Kb， doをαcpr. Kb; 1183a30 l持 ασJcorr. Kb， 

ElδをαC'pr. Kb; 1183a32 Lδ毛αcorr.Kb， eloをαpr.Kb; 

1183a37 1誕ανcorr.Kb， d括α1ノ pr“ Kb; 1183b7 1話αν]

corr. Kb， el括ανpr.Kb; 1183b 11 OTl om. Kb; 1183b24 

OVXOむνJovx O[;V Kb; 1183b29 Xρ今σασθαdxρ奇σθαKb;

1184a10μ量νμるνOV Kb; 1184a17 post会π日 δ寺rasura

duarum litterarum = oc ut vid. Kb; 1184a28 xωρ片

rovτωνKb; 1184a29 aλλ， om. K I1 ovr，ωぴlpr. Kb
， rasuit 

ιcorr1 Kb， restituit corr.2 Kb; 1184a34 rゐvJom. Kb; 

1184b13 EXELV corr. Kb， {pr. Kb} El in ras.(l3!); 1184b29 

E[;l om. 1くわ1l84b30xca. om. Kb; 1184b34 a，ρξTゐνJ

αiρErwv Kb; 1185a11λ毛yElV十rovroιOVτOLノKb 11γむρ)

δ持Kb; 1185a30 xlhノ]corr. Kb， Xαpr. Kb; 1185a39 

σσφをσrEpov]corr. Kb，σφをστερovpr. Kb; 1185bllτO Kb; 

1185b13今alterumom. Kb; 1186a10 r会om.Kb; 1186a11 

8れ τovτωνcorτ.Kb，τovτων 与τtpr. Kb; 1186 a 18 

0ργtSoμ 向 rasuraunius litterae post alterum 0 in 

bργtSoμθα ( -oij1f:8α?) Kb; 1186a34λV7rCl'iJλMωKb; 

1186b7 aνδρEIqJ avδρEIαKb 11 OVX キKb; 1186b8 

μεσるTητL 0むσ[Jom. Kb; 1186b14--15 aVEλEvrEρOl Kb; 

1186b20 Eστtτoむμ毛σovJ EIν似 τoむμ毛σov 主γγbτEρOV

oiov Kb; 1186b20守πoρρゐτEρov 21沖ρom.Kb; 1186 

b31 Et7，1 +今 S.1.rc. Kb; 1187a17μ持十oEKb; 1187a25 

6αdl.v φα的 νKb; 1187 a 35むをργをσrEρOV Kb (a 30 

UαργをσrEρOV); 1187b7 aψVXων] pr. Kb，伝ψvXOνcorr.

Kb; 1l87b19 OTl斗'Xαl.Kb; 1187b30βuriων] corr. s. 1. 

Kb，βEATlωpr. Kb; 1188a38πρるτ芭ρOLノ]corr. Kb，πるτEρOV

pr企 Kb; 1188b33 V7rO Kb; 1189a2 aλλOl寸]んλらγOl寸s.l.

corr. Kb; 1189a4 Ev om. Kb; 1189a5 aλλ'キραγE]corf.

Kb，&λλ?長ρατEpr. Kb; 1189a23 Tf; om‘ Kb; 1189a25 

今om.Kb; 1189b22γ旬。m.Kb; 1189b25必ρισrovJ corr 

Kb， a.ριστ011 pr. Kb 1190a13却 oB寺町dπρoB7，1rαι SIC

Kb; 1190a14汚]om. pr. Kb，汚 os.l.corr.Kb;1190a17δEI] 

δ持Kb;1190a34πρるτfρovJcorr. Kb，πδτeρovpr.Kb; 1190 

b2 all8pωποιom， Kb; 1190blO ap' pb A. a，ρ， ut vid. Kb; 

1l90bll aπoβ&λλ[J pr. Kb; 1190b27 V7rOμわFft]bπoμEVEι

sic Kb; 1l90b37 y均一トみが s.1.corr. Kb; 1191a8官 xroρα]

EXTOραKb; 1191313 ovxEu ξσταl allδρEIoc om. Kb; 

1191乱15EIναιom. Kb; 1191a21μみπαρ会]μ持Kb;1191a28 

aνom. Kb; 1191b8 oIlToc十 oKb; 1191b10 O om. Kb; 1191 

b14 7raVTατ沈λλαjcoτr. Kb， n:aVT'益λλαpτ.Kb; 1191b26 

μεσらτητcorr齢 Kb，μEσらTηcpr. K行 1191b30Oργlλod 

γはocKb; 1192218 )(Cl'!. OTE OEt om. Kb; 1192a11τol Tる
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τE Kb; 1192a17 TO J pr. Kb， To: rc. Kb; 1192a23 TゐνpriusJ

om. Kb; 1192a30αVrOIJc Jα心τOIJσKb; 1192a31記 corr.

Kb
， ht pr. Kb; 1192b14μEγαλ07r，ρEn:El.αd corr. Kb

， 

μ正γαλoπρ毛7rEtαpr.Kb; 1l92b15ピ]pr. Kb， del. corr. Kb; 

1192b20 E7rαlVeτるσJcorr. Kb， E7rαινOc， pr. Kb; 1192b34 

α合τφjαVrwKb; 1192b37πρo<;"] om. pr. Kb， add. s. 1. 

corr. Kb; 1193a9 EVλαβηθ寺σEταdEVλαβ寺σETαtKb; 1193 

a11 EVτραπελlαJ corr. Kb， EVT，ρα7rEλElα sic pr. Kb; 1193 

a 12 TO: om. Kb; 1193a21 Tl;ρ会ごEtcJ Tl;ρâ~LV Kb; 1193a28 

dρωVel.ασ] キρωvEIασKb; 1193b12 0心持] 方 OV品 Kb; 

1193b26 rwJτo pr. Kb， rw sic rc. Kb; 1193b37τるδl.Xαιov

rσovJ OtXα[01ノ TbrσOV Kb; 1194a6τoむのxαiovJ

corr. Kb， TO OtXCl'WIノutvid. pr. Kb; 1194a18 TfPんνbλoyoν)

τゐl aναλるγωlKb; 1194a23νoμlσμα]νoμlσματl Kb; 

1194a39 axoA ov8寺σαντα axoλov8寺σovrCl' Kb; 1195a5 

Xα2 om. pr. Kb， suppl. corr. Kb; 1195a9 ovx EσTl 括 om.

Kb; 1195321 a7rOXTel.VElV Kb; 1195a38今alterumom. Kb; 

1195b5だゐ己 πωc Kb; 1195b12 EλατTOV] 長λkττωKb;

1l95b23 aδ'tXOlνToJ企OlXOlντOlOl. Kb; 1195b28均α]句α

sic Kb; 1196a2 ElJ del. rc. Kb (133); 1196a22 Eαντοむ

alterum Kb; 1196a24αVτOV priusJαvrov Kb; 1196a30 

αVTOV]αvrov Kb; 1196b2 aλη8EI{I'J corr. Kb， aλ8el.αl SZC 

pr. Kb; 1196b13 olωρlσθημ詮νJOlωρlσθημEVKb; 1196b16 

μ6ρLOvJμるρlOVλるγoνKb; 1196b31 xai. prius om. Kb; 

1196b36 E7rtστ寺μη)キ白tστ寺μηKb; 1197a4 Tl Kb; 1197 

bl hEIvωσδE OV σvμφ毛ρElom. Kb; 1l97b7γap alter. 

umJ om. Kb; 1197blO post時λov rasura fere trium 

litterarum Kb(134l; 1197b11剖 corr.Kb， ~L ut vid. pr. Kh 

11 u corr. Kb， {pr. Kb}; 1197b34だEρiJvπ匂 Kb;1198a30 

πρoσrarT[J] corr. Kb， 7rJρoσTarTEl pr. Kb; 1198a31 xαl 

prius Kb 11 xat. alterum Kb; 1198b6αむτη]αbτ号Kb;1198 

b7 0(.1 ol Kb; 1198b9 Tf; om. Kb; 

くBook10 1199a2 TO oE o寺Kb;1199a3 rov毛祝EιXOむc]

τゐvrov E7rtElXOV寸Kb; 1l99a28αむτゐ]αVTゐlKb; 1199 

b13ωτφ] avrwt Kb; 1199b31 ovx om. Kb; 1199b33 ya，ρ 

らφαIIλoσcorr.Kb， O ゆαvλOC' γ匂 pr.Kb; 1199b34 

OVτwc Kb; 1199b37πorEρ']πOT' Kb; 1200a7 aγ刀]長γEl

Kb; 1200a19 OV alterum om. KbllφησLV Kbil T寺com. Kb; 

1200a31αi. om. Kb; 1200b5τf; om. Kb; 1200b13 avゐvvμOC'

括]Kb; 1200b16τ会alterumom. Kb; 1200b27ξλOlT'] 

ξλοιT' Kb; 1200b39 El77 om. Kb; 1201a8をだoiovvom‘ Kb; 

120]a19δOXEIT，ωJ rc. Kb， OO}ωτ&ιpr. Kb; 1201a24 TW 

λoyt勾tQ]τゐνλ0仰のiゐVKb; 1201a33年γαγEν]主γEVKb; 

1201b6 TφJ ro pr. Kb， Tゐsiccorr. Kb; 1201b9 post δô~，αν 
司泊、

τoμενEστtνr17ν E7rlστ77/177V EXElV E7rtστaσtfm pr 

Kb = 1201bl1--12， quae verba infra suo loco re. 
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petuntur(l35); 1201 b 11 TO post γaρom. Kb; 1202 a 6 

加εμEIvJηρEμEIν sicpr. Kb， ';今ρEμEIvsic corr. Kb; 1202 

a9 E:σoμEvovJ在πoμEvovKb; 1202a18 OV品 J0むτε 品 Kb;

1202a35 ax.ραdIα] axρ会TeιαKb; 1202a37 E:σUV om. Kb; 

1202b3 o i枕λゐc]πωcO Kb; 1202b6 a，ρxみJcorr. Kb， Oργ号

ut vid. pr. Kb (136); 1202b17γραφEIovJγραctLOV Kb; 1202 

b22毛7I:lTlμηT毛αJcorr. Kb， E:πlTlμηTE.αpr. Kb ante α 

rasura unius litterae; 1203a1号ovJ 7WV Kb; 1203 a 6 

eVlα而τEρOcl in rasura Kb; 1203a10ゆωc]仰OLωcKb; 

1203a13 0σωγe OτLμLゐτEρOVKb; 1203a28 ~ρxみ+会vÔÈ

Tφ axραnl.寺会ρx17in mg. rc. Kb; 1203b5πeLσeT，αιcorr. 

Kb， sed Eιin rasura. {pr. Kb}; 1203b16 E:γγeVOlVτoJ corr. 

Kb，会γγ毛νoιTOpr. Kb; 1203b21μ詮νγbρσゐφρωνoJadd. 

in mg. corr. Kb， om. pr. Kb (137); 1203b36αVTovJ supra 

α心τるνadd.s.1.τOVλるγovcorr. Kb; 1204a1 o post oloc 

om. Kb; 1204a8 a7l:0ρ今σeleya，ρ缶νJaπoρ寺σelγaρKb;

1204a10 o om. Kb; 1204b18μEll Kb; 1204b22 tldi 

γεν量σelCJ corr. Kb， EστLγ毛νεσ仔 pr.Kb post EσTl rasura 

unius litterae，νut vid.; 1204b25γ'eVEσLν]γevεσlC Kb; 

1204b29 TO T寺c]τ寺cKb; 1205a3 xaiπρbλIJπηc om. Kb; 

1205a7σνν2δoι]σVlノtLδOlKb; 1205a16αl K b; 1205a17αi 

Kb; 1205a19キpr.Kb，持 corr.KbllキστLνoσOVVJ corr. Kb， 

τLVOC OVνpr. Kb; 1205a20 olαXeLσeT，αι]のaXelταιKb;

1205a22 aδlaφoρOl ci. corr. KbllpostγραμματlXαL rasura 

trium litterarum Kb 1205a25δるξαteVKb; 1205a28 

出品cKb; 1205bllφασlνKb; 1205b14 ovJ om. Kb; 1205 

b15 TOIJTovJτOIJTO Kb; 1206a4 t札ληKb;1206all 1ljρaTTelV 

alterum Kb; 1206a27 Oel7l:v07l:0wi] corr. Kb， OelV07l:0wi 

pr. Kb; 1206a31 d.量 Kb;1206b12 olαXtLjLevaJ corr. Kb， 

olαXtLμεVWιut vid. pr. Kb; 1206 b 16合xλeLπoνTOc]

白λtπるντOcKb; 1207 a 12 反ντt仁 rá~etêνJ corr.2 Kb， 

ávτLστá~etEv pr. Kb， ávτtτá~êlêV corr. 1 Kb; 1207 a 15 

EむVOlα十キ Kb;1207 a 18キalterumom. Kb， 1207 a 22 

今μlV十μ忌νKb; 1207a25 avroc XIJplるcKb; 1207a32 Xαl 

Kb; 1207b5 O' eVrvXLαν] OeVτvxtarノKb;1207b9今]守 Kb;

1207b20 el7J + Xαi Kb; 1207b21σVV誕νTαcKbll ra Kb; 

1207b25 }亡命γαBozノpriusJ Xαi aγαBov Kb; 1207b26 ctασ1J 

con¥Kb，φησtνpr. Kb; 1208allγap om. Kb; 1208a13 

EVeXEV初 τtν]匂oμεν 左目XeVKb; 1208a21与問ν必 cJor' 

佳V7I:Wc Kb; 1208a22 ovx左στlVKb; 1208a24πゐσ]πωc

Kb; 1208a32 rαむすα]Tαvr，αc Kb; 1208a39 71:，αραδLδるναd

πσραOOVZノαιKb; 1208b6σνμπαpαληπTをαJ corr. Kb， 

σuμπαραληπT毛ovpr. Kb; 1208b7 a Kb; 1208b10α!tL roι] 

atL τl pr. K， atLτOl corr. Kb; 1208b17τゐりαντlω]

corr. Kb， ro E:vavuov pr. Kb; 1208b18 OVδ量JovoEll Kb; 

1208b29 71:，ρるc十 τovKb; 1209a28αl om. Kb; 1209a30 

τavτaJταむταKb;1209a38 o priusJ post o prius rasura 

unius litterae Kb; 1209b23 aπoλdπelJ corr. Kb， (をπoλεt7tηι

ut vid. pr. Kb (139) 11 post φλlαrasura duarum litterarum 

Kb; 1210a12 EσEσ0αd rc. Kb， Oleσθαl pr. Kb; 1210a14 

γαγ]γαlαKb; 1210a27 post rowIJτωνrasura umus 

litterae Kbll 7I:OlVJ πoιEI Kbll以 λtL7t17J ぷλdπξιKb;

1210a29μ持ν]corr. Kb，μ寺vut vid. pr. Kb 
11 reλOc r計]

reλOCT寺csic Kb; 1210a32守om.Kb; 1210a34 post μ号

rasura duarum litterarum Kb; 1210b1αl. om. Kb; 1211a5 

τ主λλαJr'益λλαKbllταbταtcKbll E:στ'Iv Kb; 1211a23τb 

OEJτaOe Kb; 1211a38τφJ corr. Kb，τo pr. Kb; 1211a39 

αvrφKb; 1211b13δOLηKb， sedηin ras.; 1211b15 lO'Oν 

alterum Kb; 1211b27をσrlVKb; 1211 b30 O!XOOOμlXVJ 

oL / / O!XOOOμlXかKb;1212a4 ebvod evνoιKb; 1212a7 

ctlλlαcキEむVOlα]キεむνOlα cttλ2αcKb; 1212a8 rov 

τ&γαBa] TOむT'aγαBa Kb; 1212a11汚om.Kb; 1212a20 b 
alterumJ tl Kb; 1212a35αvrol.C; ]αVTOl.σKb; 1212a38 

αvroむ]αVτOIJKb; 1212b3 7ttLσeταdπ寺σeτ似 Kb; 1212 

b9 EavroνKb; 1212b17ωτゐ-18ovra' om. Kb; 1212 

b20 Ol' o Kb; 1212b27 orανo'J OT' av oe Kb; 1212b30 

φlλovJφlλωV Kb; 1213a23ゐσ+avKb; 1213a26αvrov] 

αbτov Kb. 

(3) p2写本の誤報告/報告洩れ

〈誤報告〉

くBook 1 > 1184a29γeaλλ， p2 :んλλ'{iραγEsic p2; 

1196a29 ro om. H2 p2 : ro om. H2
; 1198b6γap <aν〉

Spenge!ius， av p2 :γa，ρくa-V>p2 Spengelius; 

くBookII> 1201a9付 oiovvom. H 1 :会πoiovvom. Kb 

Ald. Z 11σνμβαiVeιp2 Ald.:σνμβαtVel Ald.，σνμβαLVelν 

p2; 1203a35 /iν似 品 供 ほ Kbp2 :ε?ναιδÓ~êlê Kb pb; 

1208b14 XVVαKb p2 (?) : )(むναKb.

〈報告洩れ〉

<Book 10 1201a8σuμβaiVel pz 11 E:πOLOVνom. p2; 

1209a7σuμφ毛ρoντl Kb CV et pr. pb CC (crx. rc.) 

σνμφ量ρOVTl Kb CV et pr. pb p2 CC (crx. rc.); 1210a20 

πλtLωAld.Jπλeiωp2 Ald.; 1210a32πλeiω]πλtLOναP2. 

(4) アルド版の誤報告

くBook 1 > 1182b9αvroむH2Ald.:αvτoIJ H2，αVrov 

Ald.; 1l84a20σνναρι0μeLσAld. et pr. Kb (em. corr.Z
) 

σvvapt8，μdσpr. Kb (em. corr. 2); 1185b14キalterumom. 

Kb Ald.:キalterumKb Ald.; 1192a3 (れそλeV保ρwcAld.

et rc. pb et pr. Kb (crx. rc.) : aVeλev侃ρwcrc. pb et pr. 

Kb (crx. rc.); 1197a36ξσTlνb p2 Va.， ... eO'Tl V Ald. et pr 

Kb:左στtν 会p2Ald. Va.，…， eστLV pr. Kb; 
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<Book II) 1203b22持 om.n 1 (SUppl. rc. Kb) 品

om. Kb p2 Z (SUppl. rc. Kb); 1205b27βελτ1-ovc rE Ald. : 

βEλτ1-0吋 U Ald.; 1210a14守Ald.: b Ald.; 1213a21 

rδωμEV Kb， i.δoμενp2 Ald. : lOωμενAld.， i.δoμενKb P2 

(5) パーゼル版の誤報告/報告洩れ

〈誤報告〉

1186a12 n Bas.3 ・ τt Bas.2; 1192a24δ汚汚Bas.2δみ汚

Bas.3
; 1193a29 OE Bas.3 

: oe Bas.2; 1197a36会長σU Bas.3 

: b EσU Bas.2. 

〈報告洩れ〉

1197a15 Xa:[. μ持 Tρâ~a:t Oσαom. Z Kb Ald. Va.: Kαiμみ

πρâ~，αt 与σαom. Z Kb Ald. Va. Bas.1， Bas.2， Bas.3 
11 dc 

ro σ1ノμφ匂01ノ'今δησvvrElνH dc ro σuμφ量ρOV汚δf

xαkσVVrElVEιBas.1， Bas.2， Bas. 3
• 

(6) その他の誤報告/報告洩れ

〈誤報告〉

<Book 1) 1189b20--21 20. on -21. 'Aρxu(λEovc 

om. Z Ald. Par. 2024 (add. etiam CV Va.) : 20.谷 口-21. 

'AρxtKλ毛OVσom.Ald. Par. 2024 (add. etiam CV V a.); 

<Book II) 1204b18--20ゐσ-20.キδOV持om.Z Par 

2024 :ゐc-20キδoνりom.Z， d -20.γ差問的寸 om.Par. 

2024; 1211b9πρoc a.ρxovrαc Ald. et pr.恥Ibet corr. Pll， 

，πρoc a.ρxovrαBk. Bu. et corr. Mb :πρoc a.ρxovrα寸

Ald. Mb et corr. pb，……， πρる寸 a，ρxovrαBk.Bu 

〈報f17洩れ〉

1186b7 8ρασvrηciJ7aρβoλ乃BBk. Bu， Tauchnitziana; 

1187a8 0νnvαovνCasaubonus; 1190b32αvroIJσom. CC 

pb Kb; 1197a26αvr1? Va. Bk. Tauchnitziana Bu. 

(7) 先行研究による推測 (conjectures)の誤報告

く1300k 1) 1184b26 rαvr'aλλαdubitanter ci. Rieck-

her : rovr aλλα sic dubitanter ci. Rieckher; 1190a21 

毛xaστov aut EKaστωci. Spen又elius 在Kaστov aut 

をxaσTωνci. Spengelius; 1191 a 17 roν らπOtOVOむν

CrvδρELOV….. Bk. Bu. : rov 0πOtOνovv CrvδρElov..…Bk.， 

τbν onoLov ovv CrvδρEl.OV ...... Bu.; 1192b9 Ola:νScaliger 

TOWVrrj Ola:vJ Ola:V Scaliger(140); 1194b5めどαwvro n 

Ald.13k. 必xαιovro n Ald.. OlKαLOVτるBk.: 1196b22 

6μOLωc] wσαvrωc Spengelius oμoiωσδ討 φσαvrωT

Spengelius; 1196 b 35τcrληθoむσSpen又elius 心π量ρ

crλη80むc]τ&λη80むσSpengelius; 1197b27-28 TOVrOtc -

rotαvrαaut rowvrot寸 roιαvταci.Spengelius 合ν

rOlc rowvroισrE KαiπEρra:むTα]aut rovroLc aut 

rotαむTαci.Spengelius; 1198b6πρoστaごαLSpengelius : 
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πρoστaE;?J Spengelius; 

くBookII) 1200a2 rφλるγ守)XαsecI udenda esse ci 

Spengelius:λらγCeJxα[.rφsecludenda esse ci. Spengelius; 

1200a3くd)<<ματo Spengelius: <d) ro a，μαSpengelius; 

1200a12 crπoρ寺σEtEV長vn寸 Spengelius:んπoρ正hαtvel 

aπoρ寺σEtEVav nc Spengelius; 1200a37--38 d a.ρEr1? 
Xa:L 今Jxαxiα，α1;r.αdσ'w aronoL aut El企ρEr与xαI

[キ]xαXLααvrlαL，をστ2ν 長roπ01ノci.Spen乞elius:εlaρετh 

xαL xαxiα，αbταL vel xαxI-ααvταL，をσnν aronovci 

Spengelius; 1201b9 oE Spengelius :δ'Spengelius; 1201 

b33 oloEνn2 Bk. Bu. Spengelius olOEνn2 Bk. Bu.; 

1203a12方ゐ企γα8oντをTt1.ノπ丘ρxEtadd. Bonitzius :守ゐ

ayα8ovμEv Tt vnaρXEl add. Bonitzius; 1203bl0 OVTE n 
Ald. Bk. Bu. : 0むτε nAld. Bk.，本本 ov Bu.; 1203b14. 0 

15. xαuxωνcorrupta esse iudicat Spengelius 15. 0 

rOlOむroc-16. xαTをxEWcorrupta esse iudicat Spen-

gelius; 1203b17δe TauchnitzianaτE Tauchnitziana; 

1203 b 20 く毛γxραT持σ0) σゐttpων olim ci. Rassovius 

く長γxρατ号σ 0) σゐttρωv olim ci. Bonitzius; 1203b22 

naσ'XEWくxαLXραTELV)…… Spengelius : aut X.ρατELν， aut 

πaσ'XElνKαi xρατEl.V…… Spengelius; 1205a19γap EXη 

Mb Bk. Bu. :γ匂匂?JMb Bk. Bu.; 1209a5 rφ くMλゐσ〉

&γα0φBo山 zius Bu. raγα伶〈灼λφσ> vel rφ 

くんだλゐ寸〉 γ々α0φ Bonitzius， [rφ kπλwc] んγα0φ Bu.; 

1210b21 ttιλゐνδみrovrων'カτνγxaνHちolErαιScaliger

.φtλゐνδみ τovrων 守 rvγXáVEι 方 OlEταιrEv~，ασ0αt

Scali又er; 1212a25 npαxrOLc rc. KI>， 7lραxnxOl寸c.c. Bk 

Bu. :πραxτoic rc. Kb Bu.，πραxτlXOlC c. c. Bk.; 1212a26 

EvπραKTOlC rc. Kb，止νTOI.c πραxτlXOI.<; p2 Ald.，毛ν

πραxnXOlc c. c. Bk. Bu. Ev it，ρo:xτOlC rc. KI> Bu.， Ev 

r02c it，ραxnx02σp2 Ald.，会νπραxτlXOicC. c. Bk 

結びに代えて

本稿はアリストテレス作と伝えられる f大道徳学jのテ

キストとして学問的に最も信頼度の高いものとして用いら

れてきた Susemihl校訂の Teubner版を、 rijr謂「印刷ミスj

や写本(等)の読み方及び先行研究によって提案された推

測の報告に関する誤りといった、最も即物的な面で検討し、

その問題点を指摘した(141)。

本稿の性格上、 Susemihlの校訂の問題点の指檎ばかりが

日立ったが、それは、先行する諸刊本のテキストに比較し

て優れたものではあって、最初の印刷刊本である Aldus版

第五巻(1498年刊)以来日世紀の後半までに刊行された10

種類ほどのアリストテレス全集本に所収の f大道徳学jの

テキストに比べれば、①新たな写本 (pりの導入など、 T
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写本(マニュスクリプト)についてのより充全な知識、②

先行の刊本 CBussemaker)がそれより以前の刊本 CBek-

ker)から無造作に引き継いだ誤りの訂正、③テキスト校訂

上諸家 CBreier，Bonitz， Brandis， Rassow， Ramsauer， 

Rieckher， Chandler， Spengel， Scaliger)による推測(con-

jectures)がもたらした貢献の編入、及び④テキストの読み

に関する推測と文章の区切り方 (punctuation) に関する

Susemihl自身の提案がもたらした大きな貢献が指摘され

ている(142)。またその d 方で、[最古の写本(143)が最善の写

本」という 19世紀のテキスト校訂作業に共通に見られる

誤った写本観に由る、伝存写本間の重要性の評定に見られ

る問題点や、幾つかの写本 (A写本、 L写本、 V写本)に

ついての知識の欠如といった問題点も指摘されてい

る(144)。

これらの点のより実質的な評価も含めて、 f大道徳学jの

テキストの Susemihlによる校訂の更なる検討は、次稿を

1拐すことにしたい。

(未完)

く付重量〉

Susemihlが使用した写本や刊本などの略号一覧(145) 

E. N.二 EthicaNicomachea. 

E. E.竺 EthicaEudemia. 

r二 vetustatranslatio. 

Z = Oxoniensis Collegi Corporis Christi 112. 
Kbニ LaurentianusLXXXI， 11. 

corr.1 Kbニ correctionesipsius libτan 

corr.2.3 Kb duo eiusdem saecu日correctores

rc. Kbコ correctorterti us. 

Mb = Marcianus Venetus 213. 

pb二 Vaticanus1342 

cc土 Cantabrigiensis.

IY二 Romano-Palatinus165 

plニ Parisiensis2023. 

p2 = Parisiensis Cuislinianus 161. 

p2 二 C仁川噌rectiunes eiusclem codicis rubro pigmento 

scriptae 

Par. 1417 = Parisiensis 1417. 

Par. 1855二 Parisiensis1855. 

Par. 2024二 Parisiensis2024. 

Bar. = Baroccianus 70 

Ald.ご operumAristoteleorum editio princeps Aldina. 

((ecl.) Alclus Manutius，。ρera，vo1.5， Venice， 1498) 

/1ニ Kb孔!Ppb p2 et per 1181 --1l84a fin. Z cc， per 1196 

b 1198a fin. Z 

01 = Kb p2 Ald. et per 1181 --1184a fin. 1196b --1198 

a fin. Z. 

02 = Mb pb et per 1181 --Il84a fin. CC 

Bf = libellus cle bona fortuna. 

CV = codex Victori. 

Va. = Valla. 

Bas.1 = operum Aristoteleorum eclitio Basileensis 

pnma 

Bas.2 = eorundem eclitio Basileensis secunda 

Bas.3 二 eorunclemeclitiu Basileensis tertia. 

Bk. = Bekker. CBekker， 1. (ecl.) ， A ristoteles， Graece II， 

Berlin， 1831) 

Bu. = Bussemaker. CBussemaker， U. c.， A ristotelis 

。ρeraOrnnia (A. F. Didot)， vo1.2， Paris， 1850) 

Tauchnitziana = Aριστ07:'毛λOVC" Ta 5;ωso.μEνα Aris-

totelis OjうeraOmnia quae extant uno volumine com-

ρrelzensa， (ed.) c. H. Weise， Lipsiae， 1843 

その他の写本や刊本の略号一覧

A 二 AmbrosianusB. 95. 

B = Vaticanus Barb. 75. 

L士 LaurentianusLXXXI， 18. 

V = Vinclobonensis phil. 315. 

Bonitzius = Bonitz， H.，οbservationes criticαe in Aris-
totelis quae feruntur Magna Moralia et Ethica 

Eudemia， Berlin， 1844 

Casaubonus Casaubonus， 1. (ecI.)， ()jうerumArislolelis 

nova editiυ， Graece et Latine， vo1.2， Lyon， 1590 

Rieckher = Rieckher， ].， Aristoteles W，υ式:eVI， Stuttgart， 

1859 

Scaliger = Oncl日 n，W.， 'Scaligerianaχu A ristuteles' 

ethischen und politischen Schriften'， Eos， Suddeuts 

che Zeitschrijt jur Plzilologie und GymnαSl，αlwesen， 

vol. 1， Wurzburg， 1864， pp.103---1l2， 213--220. 

Spengelius = Spengel， L.，‘Uber die unter clem Namen 

des Aristoteles erhaltenen Ethischen Schriften¥ 

Abhandlungen der philosophisch-ρhilologischen CIαs-

se der ko・nz旨lic/zβ'ayerischenAんadel刀ieder Wissens-

chaften， m ix， 1841， pp.437--439; III x， 1843， pp. 

499--551 

Spengel， L.，‘Aristotelische Stuclien 1'， Abhand!ungω1 

derρlzilosυphisch-philo!ogischen Classe deJんihl/f.;!iclz

Bα:yeriれ henAんどldemieder Wiぬとnsclwlたn，X， 1866， 
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pp.127--167; 'Aristotelische Studien II'， Abhandlun-

gen der ρhilosophisch-philologischen Classe der 

ko・nz註lichBayerischen Akademie der Wissenscha/ten， 

X， 1866， pp.593--671. 

註

(1) 作品数は、例えば f自然学小論集 ParvaNaturaliaj 

を一篇と数えるのか、それとも八篇と数えるのか等に

よって、違ってくる。

( 2) r色彩についてjCBekker版で 8頁、以下同様)、 f聴

音についてj(4頁)、『観相学.1(9頁)、『異聞集J(17 

頁)、『機械学j(11貰)、 f分割不可能な線についてj( 4 

頁)、『風の方位と名称についてj(l頁)、『徳と悪徳に

ついてj(2頁)。これらのうちでは『異聞集jが17頁

とやや多めだが、自然学関係の文章を寄せ集めたもの

で、一つの作品としての統一性は弱い。

( 3) Aristotle Metaphysics Books X --XIV， Oeconomica， 

Magna Moralia， Harvard University Press， 1935. 

( 4) F. Susemih1 (ed.) ， Aristotelis quae /eruntur Magna 

Moralia， Bibliotheca scriptorum graecorum et 

romanorum Teubneriana， Lipsiae : in aedibus B. G 

Teubneri， 1883. 

(因みに、暫く(長く?)絶版になっていたと思し

きこの刊本は、 2009年10月に KessingerPublishingよ

り、 California大学 Reese図書館所蔵本の複製の形で

再版され、より入手し易くなった模様。)

( 5) A ristoteles Magna Moralia， Ubersetzt und Kom-

mentiert von Franz Dirlmeier， Funfte， gegenuber 

der dritten durchgesehenen， unveranderte Auflage， 

Akademie Verlag， Berlin， 1983 (1964)， (Aristoteles 

Werke in Deutscher Ubersetztung， Band 8) . 

因みに、 Teubner版 (1883年干リ)及び Loeb版(1935

年刊)以降に出版された『大道徳学jの翻訳で管見に

触れたものを克るに、二本の独語訳の内の一つ (Dirl-

meier訳(19581年&19662年刊))、二本の仏語訳の内

の一つ CDalimier訳(1992年刊))、伊語訳 (Plebe訳

(1965年刊))はいずれも Susemihl校訂の Teubner

版を底本としている。新たなギリシア語テキストとの

対訳として意図された Wartelleの仏訳(1987年刊)に

底本の記述がないのは、自分で新たな批判校訂を予定

していたと考えれば首肯出来よう。 Gohlkeの独語訳

(1951年刊)、及び、二本(?)の西語訳 (Azcarate訳

(1942年刊)、 Azcarate訳(1972年刊))には底本に関

する記載が見当たらなしh 先にも触れた様に唯一
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Loeb版を底本にしている岩波書届刊『アリストテレ

ス全集j所収の日本語訳の他に、(明示的に)Teubner 

版以外のテキストを底本としているものには、 Bekker

版を底本として用いているデンマーク語訳 (Helms訳

(1954年刊))及びチェコ語訳(Kriz訳 (2005年干IJ)) 

がある (Wroblewskiによるポーランド語訳(1977年

刊)は実見出来なかった)。

(6) Ross， W. D. (edJ， The Works 0/ Aristotle， vo1.9， 

Ethica Nicomadea， Magna Moralia， Ethica Eudemia， 

and De Virtutibus et vi五is，Oxford U. P.， 1915 

revised by J. Barnes， The Comρlede Works 0/ 

Aristotle: Revised Ox/ord Translation， Princeton U. 

P.， vol.2， 1984. 

( 7) Dirlmeier， op. cit.， S.476. 

(8) Johnstone， H. M.， Prolegomana to A critical 

Edition 0/ the Aristolelian Magna Moralia， St. Hugh 

College， Thesis submitted for the D. Phil. degree， 

Oxford universtty， Hilary Term 1997， p.116. 

( 9) Susemih1自身その Addendaet corrigenda (op. 

cit.， p.100)で四笛所を訂正している (1182b 17 

長vvπhρxovroc布。む;JEvvπ&ρxoνroc; :カ ov;; 1187a 

23παραβoλ希νJ iCαραβoλキν;1196a10左λαrroν.Ei.J 

ξλαTτov" EI [正しくは ELで、あるべき J; 1198bl 

&ρxげをTων apXL!モ)(rων)。

(10) 以下の箇所の指摘は、既述の先行研究に負う部分が

少なくないが、 DirlmeierやJohnstoneも見落とした

誤りで管見に触れた数十箇所も合まれている O また、

それらの先行研究が誤りとして指摘したもの自体が

誤っている場合の訂正も合まれている(後者には、 (a)

元の Susemih1のテキストもそれらの先行研究による

誤りの指摘も両方が誤っている場合と、 (b)洗行研究

による誤りの指摘が誤っており実は元の Susemihlの

表記が正しい場合が合まれる o Susemih1によるトイ

プナー版の検討を課題とする本稿の性格上、 (b)の場

合は言及されていない)。

伊jえば、 DirlmeierがSusemih1のテキストの

“Druckfehler"として挙げたものの中には Susemih1

自身が既にその Addendaet corrigendaで既に訂正し

ているものがあったり、 Dirlmeierが見落とした

Susemih1のテキストの“misprint"として Johnstone

が指摘している箇所の内には、実質的には既に Dirl-

meierが指摘していたものがあり、更には、 Susemih1

の自己訂正自体にも既に誤りが含まれているなど、抑

もこの種の誤りの指摘自体にも誤りの可能性は付き物

であり、恐らく本稿もその例外ではあるま L迎。“Errare

est hominis."と言おうか、「校正恐るべしj と言おう
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か。しかしそれでも、誤りは指摘し続けずばなるましミ。 (37) Loeb版未修正。

(11) この種の事例についての Loeb版の未修正は、その (38) Loeb版未修正。

旨注記する O (39) Loeb版未修正。

(12) Susemihlが使用している写本、印尉刊本及びそれ (40) Loeb版未修正。

以外のものの略号は、本文末に付録として付記されて (41) Loeb版未修正。

いる。 (42) Loeb版末修正。

(13) テキストの笛所の表記法は、トイプナー版の問題点 (43) Loeb版未修正。

の指摘という本稿の目的に鑑みて、向版の欄外に表記 (44) Loeb版未修正。

されている限りでの Bekk訂版の頁と行数による。 (45) Loeb版未修正。

従って、幾つかの笛所で、 Bekker版自体の表示とは行 ( 46) Loeb版未修正。

数の点で僅かなズレが生じている場合があるσ (47) Loeb版未修正。

尚、以下は『大道徳学jの新たな批判校訂版に必要 (48) Loeb版未修正。

な最初の段階として、現在最も基本的と考えられてい (49) Loeb版未修正。

るSusemihlのテキストの表記の修正を主たる課題と (50) Loeb版未修正。

ずるものであり、上記コロン(:)の後に表示されてい (51) Loeb版未修正。

る読みは、テキストの批判的校訂の結果正しいと考え (52) Loeb版未修正。

られる読み方を提示したものではない。[正ししリテキ (53) Loeb版未修正。

ストの確定は、更に[遥かに?]先の課題である。 (54) Loeb版未修正。

(14) Loeb版未修正。尚、以下 Loeb版未修正の事例の大 (55) Dirlmeierの訂正は、 μキと、鋭アクセントにミスプ

部分は、動詞 dμ1が後筒辞(enclitic)である変化型の リント o

場合に、直前の語にアクセントを「渡してJ自己のア (56) Loeb版未修正。

クセントを失うという原員fjに従わないことによるもの (57) Loeb版未修正。

である。 (58) Loeb版未修正。

(15) Loeb版未修正。 (59) Dirlmeierの訂正は、勾ETaiと、鋭アクセントにミ

(16) Loeb版未修正。 スプリント O

(17) Loeb版未修正。 (60) Loeb版未修正。

(18) Loeb版未修正。 (61) Loeb版未修正。

(19) Loeb版未修正。 (62) Loeb版未修正。

(20) Loeb版未修正。 (63) Loeb版未修正。

(21) Loeb版末修正。 (64) Loeb版未修正。

(22) Loeb版未修正。 Johnstoneの“TO[Oむτov Eστ'Iv" (65) Loeb版未修正。

は、誤り。 (66) Loeb版未修正。 Johnstoneの“aVTOl.Elo1.v"は、誤

(23) Loeb版未修正。 り。

(24) Loeb版未修正。 (67) Loeb版未修正。

(25) Loeb 版未修正。 (68) Loeb版未修正。

(26) Loeb版未惇iE。 (69) Loeb版未修正。

(27) Loeb版未修正。 (70) Loeb版未修正。

(28) Loeb版未修正。 (71) Loeb版未修正。

(29) Loeb版未修正。 (72) Loeb版未修正。

(30) Loeb版未修正。 (73) Loeb版未修正。

(31) Loeb版米修正。 (74) Loeb版未修正。

(32) Loeb版未修正。 (75) Loeb版未修正。

(.33) Loeb版未修正。 (76) Loeb版未修正。

(34) Loeb版未修正。 (77) Loeb版未修正。

(35) Loeb版未修正。 (78) Loeb版未修正。

(36) Loeb版末修正。 (79) Loeb版未修正。
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(80) Loeb 版未修正。

(81) Loeb版未修正。

(氾) Loeb版未修正。

(83) Loeb版未修正。

(84) Loeb版未修正。

(85) Loeb版未修正。

(86) Loeb版末修正。

(87) Loeb 版未修正。

(88) Loeb版は、白u。

(89) Loeb版未修正。

(90) Loeb版未修正。

(91) Loeb版未修正。

(92) Loeb版未修正。

(93) Loeb版未修正。

(94) Susemih1が自分自身で新たな読みを提案する場合

は、 'Susem.'と表示されている。

(95) cf.“Readingα& for 0&， which is evidently mis-

print." (Stock). Loeb版も、ふに修正。

(96) Loeb版未修正。

(97) Loeb版も、今に修正。

(98) Loeb版'D， V71Eρ匂 ovraに修正。

(99) om. pr‘ Kb Loeb ft反は、守に修:jE。

(1 (0) これ以上:の写本部!の比較考量は、新たなテキストの

校訂というより positiveな作業となるが、ぞれには

『大道徳学jの現存写本45本の校合という気の遠くな

るような大がかりな作業が必要(けとなり、本稿の

射程範囲を遥かに超える。

Cl()I) Loeb版は、 Teubner版の初回νを採用。

(102) cf.“Reading Xαurμ三ρoc (Xαra is omitted by 

accident in Susemihl 's text.)" (Stock). Loeb版は、

Teubner版の τゐνμ旬。寸を採用。

(103) cf “it looks as if Xαi ought to be Xa71l" (Stock); 

“Perhaps Xa71l shoulc1 be read." (Loeb版， p.460 

note 1) 

(104) Loeb版は、 Teubner}仮の xαlTをλocを採用。

(105) cf.“日eadingτw，for which ro in Susemih1's text 

seems to be a misprint." (Stock);“Perhapsτφ 

should be read for TO Mss." (Loeb 版， p.466 note1). 

(1 (6) Susemihlは斜線(/)の後の“ウντ'LVOI!V pb p~ 

Ald."のみ報告。 Loeb版は、 Teubner版のらνTlvaoI!v

を採用 O

(107) cf.“1188b8 reac1ing βtαS-oμEvovc.βtαS-oμ毛νOl寸in

Susemihl is a misprint." (Stock);“A misprint for 

βLαS-oμ毛νovc(Stock) ，. (Loeb版， p.496 note 1) 

(10お Loeb版は、 Teubner版の β札口ovを採用。

(109) Loel汁坂は、 Teubner}坂の τa xαTaをf采!日。
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(110) Susemihlは斜線(/)の後の“πOAlTlxoI-I1 V"の

み報告。

(111) Susemihlは斜線(/)の後の“TOVC TOlOVTOVC 

λoyoνc II Bk. Bu."のみ報告。 Loeb版は、諸写本の

TOVCτOlOVTOVCλるγovcを採用。

(112) Loeb版は、 Teubner版の τoむTOを採用。

(113) Susemihlは斜線(/)の後の“TαむTα lll"のみ報

告。 Loeb版は、 Teubner版の TωT註を採用。

(114) Loeb版は、 Teubner版の μUμ匂仰を採用。

(115) Loeb版は、 Teubner版の πOlησαμEVOlCを採用。

(116) Loeb版は、 Teubner版の γEVOμ毛νωuを採用。

(117) Loeb版は、 Teubner版の μ与を採用。

(118) Loeb版は、 Teubner版の φ加Elを採用。

(119) Susemihlは斜線(/)の後の“XEραμlδoσIII刊の

み報告。 Loeb版は、 Teubner版の XEραμlδoσ を採用。

(120) Susemihlは斜線(/)の後の“xεραμlδ'llll"との

み誤報告。 Loeb版は、 Teubner版の XEραμi.Olを採用。

(121) Loeb版は、 Teubner版の ωτφ を採用。

(122) Loeb版は、 Teubner版の αVTOνを採用(因みに、

Dirlmeierの訂正は、 α釘るνと、鋭アクセントにミスプ

リント)。

(123) 本項(4)の事例は、 Loeb版が、 Teubner版を底本と

することによって、結果として、後者の Susemihlの読

み方に写本の裏付けが無く、或いは有ってもその典拠

への指示が見られない、言わば根拠の無い/乏しい読

み方を採っている箇所の存在を示していると解されよ

う。 Loeb版が学問的にト分なテキストを用いている

とは言い難いことの一つの証左と言えようか。

本項(4)の事例について付言すれば、 Susemihlが採

用している読み方と合致する読み方を採っている写本

(等)一一斜線(/)の前に表記されているもの一一

で日につくのは Tauchnitz版ではなかろうか。(1)

Susemih1が序の末尾に付している文献ー覧には

Tauchnitz版 の 記 載 は な い こ と 、 (2)apparatus 

criticusの三箇所(1l93bl，1203b17， 1203b18)で Tau

chnitz版の読み方 (Tauchnitziana) を掲載している

が、いずれの笛所も Susemihlがテキスト本文に採用

している読み方とは異なる異読として記載しているこ

とと付き合わせてみると、本項(4)の事例における合致

は偶然の一致で、あると言うべきであろうか(因みに、

S1.lsemihlが‘Susem.'という表示で彼自身の提案を明

示的に示している箇所は百笛所余りに昇るが、そのう

ち Tauchnitz版の読み方と」致しているのは僅かに

二箇所であり、このご箇所とも Tauchniti:版への言及

は見られなしサ。

(}2，1 ) 行数表示 (31行fj) ω欠落。
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(125) 行数表示の誤り (37行日ではなく犯行目)。因みに、

当該頁 (Susemihl，op. cii.， p.3l)の上部掛外に記載さ

れている、当該頁に含まれているテキストの範囲を示

す表示の行数部分も誤っている(“A.21. 1191a， 

36--1191b，22"は、“A.21. 1191a， 37--1191b， 22"が

IEししサ。

(126) 行数表示 (29行日)の欠落。

(27) Susemih1のテキストに言及する場合、誤りは修正

したものを用いる O

(128) Kb写本については次のものも参照。

Ashburner， W. (ed.) ， Aristotelis Ethica Nic・oma-

chea Magna Moralia， Codex Lavrentianvs LXXXI， 

11， Florence， 1927. 

Ashburner， W.，“Studies in the Text of the 

Nicomachωn Ethics 11'¥ Journal 01 lIellenic 

Stlldies， vo1. 37， 1917， pp.31--55; esp. 48-'-55 011 the 

1"t1agna Moralia (因みに、この論文は、 Dirlmeierの

文献表 (0戸.cit.， SS.113--118; 481--482) には記載が

無いが、付録 (Anhang) 1の末尾 (S.477)で言及さ

れているん

(129) “ro"は、点 Cdots)によって閉まれており、削除の

示唆と解される。

(130) cf. Ashburner， o!う.cit.， p.48:“主σnνisdotted over 

probably by the original scribe門

(31) { }型の括弧は、それによって閉まれた写本の当

該笛所が判読困難であることを示す。

(132) cf. Ashburner， op. cit.， p.49: "[1189aJ 24， 25 1n 

both cases the first 0 is above the line in a small 

hand. Scho11 (in Rasso¥v) thinks that the correction 

is by m. alt. but it may be by the original scribe." 

(133) cf. Ashbllrner， ibid. "One corrector put three 

dots over this word， and another erased them." 

(134) cf. Ashburner， ibid.“持λoν] is followed by an 

erasllre of four or five letters." 

(135) cf. Ashbllrner， 0ρ. cit.， p.50:“The words between 

δるとανanclV7r量ρarec10ttecl over， but whether by the 

scribe or by a later hancl， as Schδ11 (in Rassow) 

thinks， is uncertain."; Johnstone， op. ci/.， p.147: 

“δるごαν 十ゐντる μ吾ν会στιν rl7V をπισT奇μην Exew 

eπlστασθαt二 01bll--12KI， c1el. K2
." 

(136) cf. Ashburner， ot. cit.， p.50:“Scho11 (in Rasso¥¥') 

notes‘らργ守口1.pr.， corr. m. alt.' x is over an erasure 

andαlooks as if it had been alterecl from o. It may 

have been Oργ寺"

(137) cf. Ashburner， ibid.:“μUγbρσevo，ρων ら is

inserted at the end of one line and beヌiningof 

another in a sma11er and later hand." 

(138) cf. Ashburner， ibid.:“there is an erasure of three 

or four letters." 

(139) cf. Ashburner， ibid.:“The last two letters are 

over an erasure. Scholl (in Rassc)¥v) has‘aπoλaπηt 

m. pr.; corr. m. alt.' 

(40) Scaligerの修正は基本的に Onckenの論文に依る

が、そこでは、 Scali只erは、 Bekker月反の叫TOtαV Tη

Csic) 07。ν"に対応する部分を“oiav門と修正してい

るという旨が表記されている (Oncken，W.，‘Scaliger-

iana zu Aristoteles' ethischen uncl politischen 

Schriften¥in Eos， Suddeutsche Zeitsclzrift )う~lr

Philologie und Gymnasialzuesen， Wurzburε， vo1. 1， 

1864， p. 218.) 0 

(141) これらの問題点なと、からも予想される様に、これま

で f大道徳学jのテキストの新たな批判校訂版刊行の

企てが無かったわけではなし￥。アリストテレスの芸作

及びそれらへの註解の手写本H録 (bwen/αire dω 

Mαnuscrits Grecs d' A ri.泊 !teet ses Commentatcures， 

Les Belles Letters， 1963)やアリストテレス{乍JllのJlJ

語辞典 (Lωi(fuede !α "RJzeL川河IIC円 dシ1risfoLe， Paris， 

Les Belles letters， 1982; Lexiquc de la‘アοeti(jlfC" d' 

AristoLe， Paris， Les Belles Lettes， 1985) など、アリ

ストテレス関連の基礎研究となる著作のある Anclrc

Warte11eが1980年代にフランスの学術雑誌に公刊し

た仏語訳は、 Budε 叢書の希・仏対訳版の仏訳部分の初

期形態として出されたものであるが、誠に残念なこと

に、その後 Bude叢書の一冊として『大道徳学Jが刊行

された形跡はない CWartelle，A.，“Aristote Grande 

Morale'¥Revue de l'Institut cat!lOlique de Paris， vol. 

23， 1987， pp. 3--90)。神父 (abbe) に相応しく(? )、

Wartelleは、“Letexte francais qui est ici propose 

represente donc， en quelque sorte， un premier etat 

de la tracluction que l'auteur espere publier， le 

moment venu， dans la {collectio!1 Bude}， si Dieu Je 

lui permet." (p.8 )と述べているが、 "Anotre grancl 

regret， Dieu ne l'a pas permis."とでも百うべきか?

(142) cf. Johnstone， op. cit.， p.l20 

(143) 大道徳学jの場台は、 9tH:紀末もしくは10fll:紀初

めに書写と推定されている Kげよ本。

(144) cf. Johnstone， ihid 

(145) Susemihl， ot. cit.， pp.XVIII--XIX 

、
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A Study on the Text of the supposedly 

Aristotelian Magna Moralia (1) 

ABSTRACT 

Tatsumi NII]IMA 

This study aims to show the necessity for a new edition of the supposedly Aristotelian work， Magna 

Moralia， by considering the exacteness of its most reliable text that is edited by Franz Susemihl， published 

by Teubner. 




